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議
員

　

津
別
病
院
は
、
一
般
診
療
、
救

急
医
療
、
在
宅
医
療
を
は
じ
め
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

町
は
病
院
維
持
の
地
域
医
療
維

持
補
助
金
に
加
え
、
令
和
２
年
度

か
ら
病
院
施
設
整
備
基
金
を
設
置

し
て
い
る
。

　

本
町
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
充
実
・

維
持
は
町
民
が
期
待
す
る
事
柄

で
、
病
院
改
築
に
向
け
た
協
議
状

況
と
見
通
し
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

令
和
４
年
５
月
、
町
か
ら
丸
玉

木
材
株
式
会
社
津
別
病
院
へ
改
築

に
向
け
た
要
望
書
を
提
出
し
て
い

る
が
、
回
答
に
つ
い
て
は
。

　
町
長

　

ま
だ
明
確
な
回
答
は
得
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
経
営
に
影
響
を
与

え
る
社
会
状
況
の
変
化
な
ど
も
含

め
、
時
間
を
か
け
て
ご
検
討
い
た

だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

議
員

　

令
和
６
年
度
の
協
議
状
況
は
。

渡邊　直樹
わたなべ    なお き

議員
〇津別病院改築に向けた協議状況

　と今後の見通しについて

 

町
長
の
現
任
期
中
で
の
見
通
し
は

任
期
で
区
切
る
も
の
で
は
な
く

　
　
　
　
　
着
実
に
進
め
て
い
き
た
い

町
長

　

病
院
と
打
ち
合
わ
せ
程
度
で
あ

り
、
建
て
替
え
の
具
体
的
な
協
議

ま
で
は
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

議
員

　

令
和
２
年
度
「
病
院
施
設
整
備

基
金
」
を
設
置
し
た
際
、
丸
玉
木

材
株
式
会
社
と
は
ど
の
よ
う
な
協

議
が
行
わ
れ
て
い
た
の
か
。

町
長

　

町
が
病
院
経
営
を
担
う
の
は
困

難
で
あ
り
、
丸
玉
木
材
株
式
会
社

に
は
今
後
も
続
け
て
い
た
だ
く
た

め
に
支
援
を
す
る
考
え
で
設
置
し

た
こ
と
か
ら
、
会
社
と
の
協
議
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

議
員

　

こ
の
基
金
に
つ
い
て
は
、
双
方

の
合
意
で
設
立
す
べ
き
で
な
か
っ

た
の
か
。

　

丸
玉
木
材
株
式
会
社
が
、
基
金

を
好
意
的
に
受
け
止
め
て
い
る
確

証
は
あ
る
の
か
。

町
長

　

医
療
機
器
等
の
購
入
要
望
な
ど

の
支
援
も
含
め
、
総
合
的
な
推
測

で
、
好
意
的
に
思
っ
て
い
た
だ
い

て
い
る
と
の
認
識
で
す
。

議
員

　

過
去
の
経
緯
と
し
て
、
津
別
病

院
を
支
え
る
支
援
に
つ
い
て
は
、

「
地
域
振
興
基
金
」
を
重
点
に
積

み
立
て
、
支
援
し
て
い
く
考
え
で

あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
が
。

町
長

　

私
も
財
政
係
に
課
長
職
ま
で
13

年
間
関
わ
り
、
「
地
域
振
興
基

金
」
に
積
み
立
て
支
援
す
る
支
出

は
３
～
５
千
万
円
で
対
応
し
て
い

ま
し
た
。

　

補
助
額
が
現
在
２
憶
４
千
万
円

と
大
き
く
な
り
、
全
て
に
対
応
す

る
の
は
無
理
な
状
況
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
過
疎
債
７
～
８
千
万
円

も
借
入
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

議
員

　

町
長
の
現
任
期
中
｟
令
和
８
年

12
月
｠
ま
で
に
、
病
院
改
築
に
向

け
た
具
体
的
な
見
通
し
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長

　

病
院
の
老
朽
化
は
進
ん
で
い
る

状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
私
の
任
期

で
区
切
る
も
の
で
は
な
く
、
医
療

確
保
や
病
院
の
安
定
経
営
の
地
盤

づ
く
り
に
、
会
社
と
協
議
を
着
実

に
進
め
て
い
く
考
え
で
す
。

議
員

　

経
営
課
題
の
考
え
方
と
し
て
、

町
か
ら
の
支
援
を
含
ん
だ
経
営
の

形
、
病
院
会
計
単
独
で
の
運
営
な

ど
、
ど
の
よ
う
な
試
算
で
検
討
さ

れ
て
い
る
の
か
。

町
長

　

具
体
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

会
社
が
補
え
る
範
囲
は
聞
い
て
お

り
、
差
額
分
を
町
が
支
援
す
る
形

で
現
状
行
い
、
こ
れ
ま
で
も
支
援

額
を
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
財
源
措
置
や
規
模
に

つ
い
て
の
議
論
も
進
ん
で
行
く
と

思
っ
て
い
ま
す
。

津別病院
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議
員

　

今
年
１
月
、
埼
玉
県
八
潮
市
に

お
い
て
、
下
水
道
管
の
破
損
に

よ
っ
て
道
路
が
陥
没
し
、
ト
ラ
ッ

ク
１
台
が
巻
き
込
ま
れ
る
事
故
が

発
生
し
た
。
本
町
に
お
い
て
も
、

町
内
の
私
有
地
で
水
道
管
が
破
損

し
、
水
が
道
路
ま
で
流
れ
出
る
事

例
が
発
生
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
次
の
点
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

　

①
上
下
水
道
管
の
破
損
・
漏
水

な
ど
は
、
年
間
｟
直
近
５
年
｠
で

ど
の
程
度
発
生
し
て
い
る
の
か
。

　

②
上
下
水
道
管
の
破
損
・
漏
水

な
ど
の
検
査
は
し
て
い
る
の
か
。

　

③
修
繕
等
が
水
道
料
金
に
影
響

す
る
の
か
。

町
長

　

①
簡
易
水
道
事
業
に
お
け
る
漏

水
の
発
生
件
数
は
、
令
和
元
年
度

か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
の
５
年
間

で
、
配
水
管
が
17
件
、
家
庭
へ
の

給
水
管
で
、
町
が
修
繕
を
行
っ
た

も
の
が
１
０
１
件
と
な
っ
て
い
ま

す
。
令
和
６
年
度
の
漏
水
発
生
件

影
響
を
与
え
る
こ
と
は
な
い

修
繕
等
が
料
金
に

　
　
　 

影
響
す
る
か

数
は
、
令
和
７
年
１
月
末
時
点
で
、

配
水
管
が
４
件
、
給
水
管
が
21
件

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

破
損
の
原
因
は
さ
ま
ざ
ま
で
す

が
、
全
体
的
に
は
管
き
ょ
の
老
朽

化
に
よ
る
も
の
で
す
。
な
お
、
下

水
道
汚
水
管
の
破
損
等
の
事
故
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
発
生
し
て

お
り
ま
せ
ん
。

　

②
水
道
管
に
つ
い
て
は
、
普
段

か
ら
担
当
職
員
が
異
常
配
水
給
水

量
の
状
況
を
常
時
監
視
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、令
和
３
年
度
、４
年
度
、

６
年
度
に
お
い
て
、
専
門
業
者
に

よ
る
漏
水
調
査
を
実
施
し
、
修
繕

が
必
要
な
箇
所
に
つ
い
て
は
修
繕

工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　

下
水
道
事
業
の
排
水
管
に
つ
い

て
は
、
事
業
開
始
が
昭
和
54
年
で

あ
り
、
汚
水
管
き
ょ
の
耐
用
年
数

が
50
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
耐
用

年
数
の
超
過
施
設
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
万
一
に
備
え
て
国

庫
補
助
を
活
用
し
、
令
和
７
年
度

よ
り
幹
線
汚
水
管
を
中
心
に
カ
メ

ラ
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

③
水
道
料
金
に
つ
い
て
は
、
令

和
６
年
３
月
に
今
後
10
年
間
の
維

持
管
理
経
費
を
見
込
ん
だ
簡
易
水

道
事
業
経
営
戦
略
を
策
定
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
下
水
道
事
業
に
つ

い
て
も
、
令
和
８
年
３
月
ま
で
に
、

維
持
管
理
経
費
を
見
込
ん
だ
下
水

道
事
業
経
営
戦
略
を
策
定
す
る
予

定
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

修
繕
を
す
る
こ
と
で
料
金
と
使
用

料
の
改
定
に
影
響
を
与
え
る
こ
と

は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員

　

給
水
管
等
、
耐
用
年
数
が
過
ぎ

た
管
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。

建
設
課
長

　

町
が
管
理
し
て
い
る
導
水
管
、

送
水
管
、
配
水
管
の
ト
ー
タ
ル
で

約
12
万
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
そ
の
う

ち
の
約
33
％
、
４
万
メ
ー
ト
ル
が

耐
用
年
数
を
過
ぎ
た
老
朽
管
で
、

令
和
７
年
度
か
ら
順
次
更
新
工
事

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

議
員

　

利
用
者
が
減
っ
て
も
維
持
管
理

す
る
長
さ
は
変
わ
ら
な
い
。
そ
れ

に
よ
っ
て
、
水
道
料
金
に
影
響
は

な
い
の
か
。

建
設
課
長

　

水
道
に
関
し
て
は
、
他
の
水
道

事
業
者
に
比
べ
、
経
費
が
か
か
ら

な
い
施
設
に
な
っ
て
い
る
た
め
、

今
の
料
金
を
保
つ
こ
と
が
可
能
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
下
水
に
関
し
て
は
、

急
激
な
人
口
減
が
あ
れ
ば
、
上
下

水
道
運
営
審
議
会
に
諮
問
し
、
十

分
協
議
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

議
員

　

本
日
確
認
し
た
津
別
町
の
現
状

に
つ
い
て
町
民
に
伝
え
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
が
、
町
は
ど
う

か
。

町
長

　

町
民
か
ら
ほ
か
の
自
治
体
の
事

例
を
見
て
「
津
別
は
大
丈
夫
な
の

か
」
と
声
を
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

料
金
に
関
し
て
は
可
能
な
限
り

今
の
水
道
料
金
、
下
水
道
使
用
料

を
維
持
し
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

水道管修繕工事

高橋　　剛
たかはし         つよし

議員
〇上下水道管の老朽化と対策

　について
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議
員　

　

人
口
減
少
が
進
む
中
で
、
あ
ら

ゆ
る
業
種
に
お
い
て
担
い
手
不
足

が
課
題
に
あ
り
、
町
内
で
も
農
業

や
介
護
分
野
で
外
国
人
材
の
受
け

入
れ
が
進
ん
で
い
る
。
町
内
に
居

住
す
る
在
留
外
国
人
の
人
数
、
国

籍
、
業
種
、
制
度
別
の
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

町
長　

　

本
年
２
月
末
現
在
、
町
内
に
居

住
す
る
在
留
外
国
人
は
15
人
で
、

昨
年
の
８
月
と
９
月
は
32
人
が
居

住
し
て
い
ま
し
た
。
国
籍
は
多
い

順
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
ネ
パ
ー
ル
等
で
す
。
業
種
は

不
明
で
す
が
、
在
留
資
格
で
は

「
特
定
技
能
１
号
」
が
５
人
、

「
介
護
」
が
２
人
、
「
そ
の
他
永

住
者
」
等
で
８
人
で
す
。

議
員　

　

昨
年
の
８
月
と
９
月
が
32
人
に

増
え
た
の
は
、
農
業
分
野
で
働
く

外
国
人
と
考
え
て
い
い
か
。

商
工
観
光
係
が
担
当
す
る
が
、

                    

総
合
的
窓
口
は
今
後
検
討

町
長

　

そ
の
と
お
り
で
、
農
業
分
野
で

一
時
的
に
増
え
て
い
ま
す
。

議
員

　

外
国
人
材
の
住
ま
い
や
生
活
支

援
な
ど
役
場
の
相
談
窓
口
は
ど
こ

に
な
る
か
。
ま
た
、
窓
口
は
一
つ

に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長

　

担
当
窓
口
は
、
労
働
・
雇
用
に

関
す
る
こ
と
を
所
管
す
る
産
業
振

興
課
商
工
観
光
係
に
な
り
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
具
体
的
な
対
応
例

は
あ
り
ま
せ
ん
。
住
宅
に
関
し
て

は
、
受
け
入
れ
事
業
所
が
建
設
課

住
宅
係
に
直
接
問
い
合
わ
せ
し
、

公
営
住
宅
の
入
居
な
ど
の
相
談
・

対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

総
合
窓
口
に
つ
い
て
は
、
対
応
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
に
検
討

し
ま
す
。

議
員　

　

外
国
人
材
受
け
入
れ
に
対
す
る

支
援
金
の
現
状
は
。

町
長　

　

介
護
保
険
施
設
で
新
た
に
常
勤

雇
用
と
し
て
就
職
す
る
者
を
対
象

に
就
業
支
援
補
助
金
と
住
宅
準
備

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
東
川
町
に
あ
る
外
国
人
介
護

福
祉
人
材
育
成
支
援
協
議
会
と
連

携
し
、
介
護
福
祉
士
の
資
格
取
得

を
目
指
す
外
国
人
留
学
生
に
奨
学

金
｟
年
間
３
７
０
万
円
を
２
年

間
｠
を
給
付
し
、
本
町
の
介
護
施

設
で
働
く
も
の
で
、
令
和
５
年
度

ま
で
に
３
人
、
令
和
６
年
度
は
１

人
の
給
付
実
績
で
す
。
こ
の
ほ
か

農
業
、
林
業
分
野
で
も
就
業
支
援

事
業
に
よ
る
補
助
金
は
あ
り
ま
す

が
実
績
は
あ
り
ま
せ
ん
。

議
員　

　

介
護
分
野
で
は
「
介
護
」
の
在

留
資
格
以
外
に
、
「
特
定
技
能
１

号
」
の
枠
を
使
っ
て
外
国
人
材
を

受
け
入
れ
し
て
い
る
が
、
初
期
費

外国人材の受け入れが進む
介護施設

住
居
や
生
活
支
援
な
ど
の

　
　
　             

役
場
の
相
談
窓
口
は

用
だ
け
で
60
～
80
万
円
ほ
ど
の
負

担
が
あ
り
、
こ
れ
に
助
成
し
て
い

る
自
治
体
も
あ
る
が
、
本
町
の
考

え
は
。

町
長

　

東
川
町
の
協
議
会
へ
の
負
担
金

は
、
特
別
交
付
税
で
８
割
の
補
て

ん
が
あ
り
ま
す
。
更
な
る
助
成
で

自
治
体
と
の
サ
ー
ビ
ス
合
戦
に
な

る
と
財
政
が
持
た
な
く
な
り
、
十

分
な
検
討
が
必
要
で
す
。

議
員

　

外
国
人
に
本
町
が
選
ば
れ
、
働

き
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が

外
国
人
の
定
着
に
も
つ
な
が
る
と

考
え
る
が
、
外
国
人
と
の
交
流
機

会
の
現
状
と
多
文
化
共
生
の
取
り

組
み
は
。

町
長

　

令
和
４
年
度
に
介
護
事
業
所
か

ら
交
流
の
場
の
相
談
が
あ
り
、
青

年
活
動
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ａ

ｎ
ｄ
」
に
参
加
し
ま
し
た
が
継
続

は
し
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
と
も
青

年
層
同
士
が
楽
し
く
交
流
で
き
る

場
が
必
要
で
あ
る
と
同
時
に
、
町

の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
な
ど
本
町

に
住
む
楽
し
さ
を
実
感
し
て
ほ
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

山田　英孝
やま だ     ひでたか

議員
〇外国人材の受け入れ対応と

　多文化共生の取り組みに

　ついて
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議
員　

　

現
入
所
者
数
50
床
を
40
床
に
縮

小
す
る
計
画
に
至
っ
た
経
過
お
よ

び
本
町
の
現
在
入
所
待
機
者
や
今

後
の
見
込
み
な
ど
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

町
長

　

建
て
替
え
内
容
に
つ
い
て
は
、

特
養
が
40
床
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

を
８
床
の
計
48
床
と
し
て
い
ま

す
。
48
床
に
至
っ
た
経
緯
で
す

が
、
職
員
の
確
保
が
年
々
困
難
に

な
っ
て
お
り
、
現
在
の
定
員
60
床

で
ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室
に
し
た
場

合
、
看
護
職
員
・
介
護
支
援
専
門

員
・
相
談
員
の
数
は
変
わ
り
ま
せ

ん
が
、
介
護
職
員
数
が
現
在
の

１
・
５
倍
以
上
の
23
人
の
確
保
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

本
町
の
人
口
減
は
も
と
よ
り
、

近
隣
の
市
町
も
同
様
に
人
口
が
減

少
す
る
中
に
あ
っ
て
、
今
後
、
介

護
職
員
の
確
保
が
ま
す
ま
す
厳
し

く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
継
続

し
て
事
業
を
運
営
し
て
行
く
に

は
、
定
員
数
を
減
ら
し
、
現
職
員

特別養護老人ホーム
いちいの園

計
画
を
早
く
町
民
に
説
明
す
べ
き
で
は

ま
と
ま
り
次
第
説
明
会
を
開
催

数
程
度
で
運
営
で
き
る
規
模
の
施

設
と
し
た
い
旨
、
恵
和
福
祉
会
か

ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

現
在
の
入
所
待
機
者
数
に
つ
い

て
は
、
令
和
６
年
度
に
お
い
て
、

月
平
均
63
人
で
す
が
、
現
状
と
し

て
は
、
全
て
直
ち
に
特
養
に
入
る

状
況
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
後
の
待
機
者
の
見
込
み
に
つ

い
て
は
、
建
て
替
え
施
設
の
場

合
、
年
間
の
退
所
者
数
が
８
～
12

人
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室
と
は

　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
確
保
し
つ
つ
、

　
少
人
数
で
の
共
同
生
活
が
可
能

　
な
居
室
の
こ
と
。

議
員

　

計
画
で
は
個
室
と
し
て
お
り
、

利
用
者
負
担
が
増
え
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
て
い
る
が
、
町
の
支
援
策
等

に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長

　

一
つ
は
、
社
会
福
祉
法
人
に
よ

る
生
計
困
難
者
等
に
対
す
る
利
用

者
負
担
軽
減
措
置
の
支
援
が
、
新

施
設
で
は
開
始
さ
れ
る
予
定
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
の
支
援
策
と
し
て
は
、

現
施
設
入
所
者
に
対
す
る
利
用
者

負
担
激
変
緩
和
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　

多
床
室
か
ら
個
室
に
な
る
こ
と

に
伴
い
、
利
用
者
限
度
額
が
変
更

に
な
る
こ
と
か
ら
、
利
用
者
の
負

担
増
を
緩
和
す
る
た
め
、
町
独
自

の
支
援
策
と
し
て
検
討
し
て
い
く

考
え
で
す
。

議
員

　

本
町
か
ら
町
外
の
施
設
へ
入
所

す
る
方
は
ど
れ
く
ら
い
い
る
の
か
。

保
健
福
祉
課
長
補
佐

　

現
状
、
町
外
の
施
設
へ
は
、
特

養
を
含
め
介
護
保
険
施
設
に
２
月

末
現
在
51
人
の
方
が
入
所
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
特
養
に
入

所
さ
れ
て
い
る
方
は
14
人
と
な
り

ま
す
。

議
員

　

個
室
の
中
に
多
床
室
を
一
部
設

け
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

保
健
福
祉
課
長
補
佐

　

恵
和
福
祉
会
と
の
協
議
の
中
で

議
論
は
し
て
き
ま
し
た
が
、
職
員

数
の
増
と
な
り
経
営
的
に
難
し
い

と
の
こ
と
か
ら
、
個
室
と
な
り
ま

し
た
。

議
員

　

町
民
に
建
て
替
え
計
画
の
説
明

と
理
解
を
得
る
た
め
、
説
明
会
な

ど
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

町
長

　

町
民
へ
の
説
明
会
に
つ
い
て

は
、
恵
和
福
祉
会
か
ら
説
明
会
を

開
催
す
る
意
向
を
確
認
し
て
い
ま

す
の
で
、
町
の
支
援
策
の
説
明
と

あ
わ
せ
、
共
同
で
開
催
す
る
考
え

で
す
。

【ユニット型
　　　   個室の一例】

個室

個室

個室

個室

個室

個室 個室個室

隣
の
ユ
ニ
ッ
ト
や
共
有
ス
ペ
ー
ス

隣のユニットや共有スペース

リビングスペース

山内　　彬
やまうち　　　 ひとし

議員
〇特別養護老人ホームの

　建て替えについて
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議
員

　

高
齢
者
の
多
く
の
方
か
ら
道
路

除
雪
に
伴
う
置
き
雪
は
、
自
分
で

除
雪
が
で
き
ず
、
何
と
か
し
て
ほ

し
い
と
の
声
を
聞
い
て
い
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
次
の
点
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

　

①
町
か
ら
各
自
治
会
へ
の
除
雪

機
の
貸
与
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
か
。

　

②
現
在
、
保
健
福
祉
課
が
対
応

し
て
い
る
除
雪
に
つ
い
て
、
置
き

雪
対
策
ま
で
拡
大
し
て
対
応
す
る

こ
と
は
可
能
か
ど
う
か
。

　

③
高
齢
者
宅
の
情
報
を
道
路
管

理
セ
ン
タ
ー
と
共
有
し
て
、
置
き

雪
対
策
に
活
用
す
る
こ
と
は
可
能

か
ど
う
か
。
ま
た
、
情
報
の
共
有

が
可
能
で
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な

対
応
が
検
討
で
き
る
か
。

町
長　

　

①
地
域
内
の
除
雪
を
行
う
た
め

に
町
が
用
意
し
て
い
る
除
雪
機
は

８
台
あ
り
、
本
岐
市
街
地
、
共
和

第
４
、
旭
町
第
３
、
豊
永
第
３
、

豊
永
第
４
に
各
１
台
と
達
美
町
に

高
齢
者
は
置
き
雪
が
硬
く
自
分
で
で
き
な
い

置
き
雪
ま
で
手
が
回
ら
ず
自
治
会
の
協
力
を

２
台
で
、
６
自
治
会
に
７
台
貸
与

し
て
い
ま
す
。
残
り
１
台
は
、
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
利
用
し
て

い
ま
す
。

　

②
現
在
の
除
雪
対
象
者
は
、
町

内
に
身
内
の
い
な
い
障
が
い
者
と

虚
弱
高
齢
者
に
対
し
、
積
雪
が
10

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
に
達
し
た

と
き
と
、
強
風
に
よ
る
吹
き
溜
ま

り
が
で
き
た
と
き
に
除
雪
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
人
材
活

用
セ
ン
タ
ー
や
農
家
等
へ
委
託
し

て
お
り
、
住
宅
か
ら
歩
道
ま
で
の

間
を
歩
行
が
で
き
る
機
械
幅
で
行

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
道
路
を
除
雪
し
た
後

に
本
サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
る
こ
と

か
ら
、
歩
行
の
妨
げ
と
な
る
雪
は

取
り
除
か
れ
て
い
る
と
考
え
て
お

り
、
現
段
階
で
サ
ー
ビ
ス
を
拡
大

す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

③
高
齢
者
の
個
人
情
報
を
町
道

管
理
業
務
受
託
者
と
共
有
す
る
に

は
、
本
人
の
承
諾
が
必
要
と
な

り
、
除
雪
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
い

旨
の
登
録
申
請
は
、
地
区
担
当
民

生
委
員
ま
た
は
福
祉
係
と
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
ご
理
解
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
町
の
除
雪
の
出
動
基

準
は
、
積
雪
10
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

を
目
安
と
し
て
お
り
、
出
動
は
早

朝
３
時
よ
り
作
業
を
開
始
し
、
通

学
、
業
務
、
生
活
等
の
支
障
防
止

を
優
先
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
現

状
の
除
雪
体
制
と
作
業
機
械
数
で

は
、
置
き
雪
対
策
ま
で
行
う
こ
と

は
困
難
な
状
況
に
あ
る
こ
と
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、
住
民
の
方
々
の

協
力
に
よ
り
対
応
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員

　

現
状
、
高
齢
者
は
、
置
き
雪
に

一
番
困
っ
て
い
る
。

　

私
の
自
治
会
は
除
雪
作
業
を
行

っ
て
い
る
が
、
で
き
て
い
な
い
自

治
会
に
対
し
て
も
、
広
く
地
域
で

担
い
手
に
な
っ
て
も
ら
え
る
人

を
、
町
が
呼
び
か
け
て
み
る
こ
と

も
必
要
だ
と
感
じ
る
。
担
い
手
が

不
足
し
て
、
道
路
を
あ
け
る
だ
け

で
精
一
杯
、
置
き
雪
対
策
に
ま
で

手
が
回
ら
な
い
と
は
な
ら
な
い
と

思
う
こ
と
か
ら
、
保
健
福
祉
課
、

建
設
課
等
が
そ
れ
ぞ
れ
情
報
を
共

有
し
た
中
で
、
今
の
シ
ョ
ベ
ル
を

活
用
し
、
除
雪
の
時
に
は
通
常
フ

ラ
ッ
ト
で
斜
め
に
し
て
い
る
も
の

を
、
間
口
に
来
た
時
に
は
「
く
の

字
型
」
に
し
て
対
応
す
る
な
ど
で

き
な
い
か
。

町
長　

　

除
雪
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
、
町
内

に
身
内
の
な
い
障
が
い
者
お
よ
び

虚
弱
高
齢
者
に
対
し
て
、
冬
期
間

で
も
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
よ

う
、
町
が
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
登
録
制
に
な
っ
て
お
り
、
令

和
６
年
度
の
実
績
は
52
件
で
す
。

こ
の
う
ち
、
人
材
活
用
セ
ン
タ
ー

が
18
件
、
総
合
管
理
セ
ン
タ
ー
21

件
、
農
家
委
託
で
13
件
を
、
一
般

の
除
雪
が
終
わ
っ
て
か
ら
対
応
し

て
い
る
状
況
で
す
。

　

現
状
の
体
制
で
や
れ
る
と
こ
ろ

は
や
っ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す

の
で
、
補
完
に
つ
い
て
は
、
何
と

か
自
治
会
で
お
願
い
し
た
い
と
い

う
気
持
ち
で
す
。

除雪作業車

巴　　光政
ともえ　　　 てるまさ

議員
〇町道除雪作業に伴う

　置き雪の対策について
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議
員

　

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
に
つ
い

て
、
制
度
の
考
え
方
と
、
本
町
に

お
け
る
取
り
組
み
、
方
針
等
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

教
育
長　

　

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
に
つ
い

て
は
、
障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、
全
て
の
子
ど
も
が
共
に
学
び

あ
う
こ
と
を
目
指
す
教
育
の
考
え

方
で
す
が
、
本
町
と
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
本
人
や
保
護
者
の

希
望
や
選
択
を
尊
重
し
な
が
ら
、

一
人
一
人
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
寄

り
添
っ
た
取
り
組
み
を
行
う
こ
と

を
基
本
と
し
、
特
別
支
援
学
級
で

は
手
厚
い
支
援
を
行
い
な
が
ら
、

教
科
に
よ
っ
て
は
、
通
常
学
級
で

学
ぶ
こ
と
も
選
択
す
る
な
ど
柔
軟

な
対
応
を
と
る
中
で
、
ど
の
よ
う

に
す
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
が
自
分

ら
し
く
成
長
し
、
可
能
性
を
広
げ

る
こ
と
が
で
き
る
か
を
第
一
に
考

え
な
が
ら
、
引
き
続
き
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

本
人
や
保
護
者
の
希
望
を

尊
重
し
、
柔
軟
な
対
応
を

行
っ
て
い
る

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

                 

の
実
情
は

通級指導教室

議
員

　

共
生
社
会
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
れ
ば
、
い
ろ
い
ろ
な
特
性
を
持

っ
た
子
ど
も
も
い
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
よ
う
な
中
で
育
つ
と
い
う
こ

と
も
大
切
な
こ
と
だ
と
考
え
ま

す
。
現
状
は
、
個
々
に
サ
ポ
ー
ト

で
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
の
体

制
で
い
く
と
い
う
考
え
な
の
か
伺

い
ま
す
。

教
育
長

　

日
本
型
の
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
と

し
て
は
、
子
ど
も
た
ち
が
将
来
自

立
し
て
い
け
る
よ
う
、
通
常
学
級

に
入
っ
た
り
、
個
別
に
し
た
り
、

特
別
支
援
の
教
室
で
対
応
す
る
な

ど
、
そ
の
子
が
プ
ラ
ス
に
な
る
か

ど
う
か
を
柔
軟
に
判
断
し
て
進
め

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員

　

文
部
科
学
省
の
調
査
に
よ
る

と
、
全
国
の
公
立
小
・
中
学
校
の

通
常
学
級
に
、
発
達
障
が
い
の
可

通
常
学
級
に
在
籍
す
る

　
　
児
童
が
通
っ
て
い
る

通
級
指
導
教
室
の
現
状
は

能
性
の
あ
る
児
童
生
徒
の
割
合

は
、
全
国
平
均
で
８
・
８
％
、
グ

レ
ー
ゾ
ー
ン
に
該
当
す
る
割
合
は

約
15
％
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
本
町
で
は
、
小
学
生
で
21
・

３
％
、
中
学
生
で
は
18
・
２
％
の

割
合
の
児
童
生
徒
が
、
特
別
支
援

学
級
に
在
籍
す
る
見
込
み
で
す
。

　

令
和
６
年
度
よ
り
通
級
指
導
教

室
が
開
設
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

現
状
と
実
態
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

教
育
長

　

通
級
指
導
教
室
は
、
学
習
や
学

校
生
活
に
お
い
て
困
り
感
が
あ
る

児
童
を
別
室
に
て
個
別
ま
た
は
小

グ
ル
ー
プ
で
指
導
す
る
教
室
で
、

週
１
～
２
時
間
話
を
聞
い
た
り
、

困
り
感
を
取
り
除
く
活
動
を
し
た

り
、
楽
し
く
過
ご
し
て
自
信
を
回

復
さ
せ
た
り
す
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
通
級
指
導
教
室
は
、
特
別

支
援
学
級
に
在
籍
せ
ず
、
あ
く
ま

で
も
通
常
学
級
に
在
籍
す
る
児
童

の
う
ち
希
望
す
る
児
童
の
み
が
通

う
教
室
で
す
。

議
員

　

通
級
指
導
教
室
に
通
う
子
ど
も

の
数
と
、
ど
の
よ
う
な
指
導
に
あ

た
っ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

教
育
長

　

令
和
７
年
度
以
降
、
予
定
と
し

て
は
15
人
が
通
う
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
言
語
・
情
緒
・
学
習
障

が
い
が
３
分
の
１
ず
つ
く
ら
い

で
、
学
習
の
こ
と
を
全
然
し
な
い

と
い
う
訳
で
も
な
く
、
学
習
障
が

い
的
な
子
ど
も
に
は
、
読
み
・
書

き
・
計
算
も
含
め
て
、
基
本
的
に

は
ク
ラ
ス
で
教
え
て
い
る
よ
う
な

内
容
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
学
習

も
し
て
い
ま
す
。

議
員　

　

中
学
校
で
の
通
級
指
導
教
室
の

開
設
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

教
育
長

　

今
後
、
保
護
者
等
や
先
生
方
か

ら
要
求
が
あ
っ
た
り
、
そ
の
必
要

性
に
応
じ
て
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

篠原　眞稚子
しのはら     ま  ち  こ

議員
〇インクルーシブ教育について

〇通級指導教室について

 


